
都市建設局経営会議 議事録 
                         平成２１年 ７月３０日 

 
１ 相模原市営自動車駐車場の駐車料金等の見直しについて 

 

（説明者：まちづくり事業部長）

 

（１）主な意見等 

 
○ 回数券の販売単位が、１２５枚つづりの次が１０００枚つづりと開きがある

ので、５００枚つづりの設定を検討してはどうか。 
→ 割引率と合わせて設定を検討する。 

 
○ 短時間利用の促進を図るため、現在の一般利用料金３０分１５０円を２０分

１００円に変更する方法は検討したのか。 
→ 利用実態からみて、２０分１００円とすると一部の短時間利用者の負担が

増えると予測されるため、現状の３０分１５０円のままとした。 
 
（２）結  果 

 

○ 原案を一部修正し承認 

 
 

 

２ 相模原市道路占用料徴収条例の改正について 

 

（説明者：土木部長）

（１）主な意見等 

 
○ 条例改正をした場合の道路占用料の減収はどの程度の額になるのか。 
→ 現在の市道分で 1 億８千万円程度の減収を見込んでいる。 

なお、政令市移行に伴い移譲される国県道分は減免措置をそのまま引き継

いた場合は、１億６千万円程度の収入が見込まれるが、条例改正をした場合

は 8 千万円程度の収入を見込んでいる。 
 
○ 県及び県内各市は既に条例改正を行っているのか。 
→ 横浜、川崎は既に改正を行っている。県は改正を予定しているようだが時

期等は未定、その他県下各市も検討中であると承知している。 
 
（２）結  果 

 

○ 道路占用料の改定については方向性を了承し、改定時期は、県・各市の動向

を踏まえ検討する。 
その他は、原案のとおり承認 

 

 

 

 



 

３ 住宅基本計画（素案）について 

 

（説明者：まちづくり計画部長）

 

（１）主な意見等 

 
○ 本基本計画（素案）中、公的賃貸住宅の状況で、県営住宅の戸数が市営住宅

の戸数を上回っているが、他市も同様な状況なのか。 
→ 市によって県営住宅の戸数より市営住宅の戸数が上回っている事例もあ

る。県としての住宅施策のバランスの中で県営住宅を建設した結果であり、

一概にどちらが多いほうが望ましいということではない。 
 

 
（２）結  果 

 

○ 原案を一部修正し、政策調整会議に付議 
 

 


